
古くは津、湊、泊と呼ばれていた港は古来、日本の物流の要だった。江戸期の北前船を例に挙げるまでもな
く、四方を海に囲まれた列島において、人々の暮らしと経済を支え続けてきた海上輸送と、その拠点である
港の築造は、まさしく必然の公共事業だった。
物流の進展に伴い、河口や入り江といった天然の地形を生かした築港を経て、港は防波堤や堤防を擁する
近代港湾へ進化を続け、港湾整備は、戦後から高度経済成長期にかけてピークを迎えた。そして今、世界
規模で港湾の開発競争が激化し、昨今の世界情勢に照らしても港湾の整備や老朽化対策の重要性は急
速に高まっている。国は日本の成長戦略の基軸の一つとして港湾を掲げ、その機能強化を推進している。
港湾から、日本の経済や暮らしを更に豊かなものとする。勇躍を目指す日本港湾の現況を取材した。

文：槌田波留基　撮影：特記以外は小泉菜摘
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港湾立国を 再起動する
進化する港湾ロジスティクス

特集

港
は
日
本
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ

　
政
府
は
昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た

日
本
成
長
戦
略
本
部
に
お
い
て
、危
機
管

理
投
資
と
成
長
投
資
に
よ
る
強
い
日
本

経
済
の
実
現
に
向
け
、一
七
の
重
点
投

資
分
野
を
選
定
し
た
。Ａ
Ｉ
・
半
導
体
、

造
船
、量
子
な
ど
と
と
も
に
、そ
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が「
港
湾
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
」だ
。国
は
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ
Ｇ
）を

設
置
し
、港
湾
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、港
湾
手
続
の
電
子

化
、港
湾
運
送
の
担
い
手
確
保
、そ
し
て

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
・
機
能
強

化
や
効
率
的
な
運
営
な
ど
、港
湾
の
国
際

競
争
力
強
化
に
向
け
た
施
策
の
検
討
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、国
土

交
通
省
港
湾
局
の
細
見
暁
彦
調
整
官
に

お
話
を
伺
っ
た
。「
日
本
は
四
方
を
海
に

囲
ま
れ
た
島
国
で
、こ
れ
ま
で
海
洋
国
家

と
し
て
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。わ

が
国
の
貿
易
量
の
九
九
％
以
上
は
、港
湾

を
通
じ
た
海
上
輸
送
で
、港
湾
は
国
民
生

活
や
経
済
活
動
の
生
命
線
と
言
え
ま
す
。

こ
の
基
幹
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
、高
機
能
化

は
喫
緊
の
課
題
。国
土
交
通
大
臣
を
座

画像1、2、3出典：国立国会図書館ウェブサイト07 062026.06



②サイバー・フィジカル両面での港湾の強靱化①自律的な港湾ロジスティクスの実現による国際競争力の強化

産業政策と連動した港湾政策の推進、スピード感のある政策実現により、
強い経済の実現に資する危機管理投資・成長投資を促進

ⅰ）他国に過度に依存しないサプライチェーンの構築
　○大水深・大規模コンテナターミナルの整備や既存ターミナルの再編・機能強化の着実な推進
　○ターミナルのさらなる生産性向上「ＡＩターミナル2.0（仮称）」
　○港湾運営会社によるターミナル運営機能の強化と財務基盤の強化
　○国際コンテナ戦略港湾への集貨等
　○港湾荷役機械の生産機能の強化
　○自動化ターミナル等港湾分野の国際標準化に向けた動きへの対応
　○海外港湾の整備・運営への戦略的関与
ⅱ）生産性向上、ＤＸや脱炭素化の取組による選ばれる港湾の実現
　○コンテナターミナルにおける高度化に資する技術開発
　○自動化・遠隔操作化等荷役機械の導入促進
　○大型X線検査装置を活用した検査強化と物流円滑化による港湾の信頼性向上
　○サイバーポートを中心としたデータプラットフォームによる港湾手続のデジタル標準化
　○カーボンニュートラルポートの形成、次世代燃料バンカリングの推進
ⅲ）港湾を起点とした倉庫等を含む物流サプライチェーンの機能強化
　○次世代型倉庫による港湾背後のロジスティクス機能の高度化　　　　　　　　　　　等

ⅳ）サイバー面での港湾の強靱化
　○港湾運送事業におけるサイバーセキュリティ対策の強化
　○サイバーポート及びNACCSのサイバーセキュリティ対策の強化
　○コンテナターミナルにおける大規模停電対策等
ⅴ）フィジカル面での港湾の強靱化
　○港湾の災害対応力の強化によるサプライチェーンの強靱化
    　　　等

③港湾ロジスティクスを支える担い手の確保・育成

ⅵ）「港湾労働者不足対策等アクションプラン２０２５」等の実施
　○労働環境改善による担い手の確保
　○港湾運送事業の取引環境改善
　○港湾運送事業における人材育成
    　　　等

2023年2013年
8億5,818万TEU6億4,365万TEU全世界
2,150万TEU2,144万TEU日本

4億2,411万TEU3億1,896万TEU東・東南アジア（日本除く）

世界の港湾におけるコンテナ取扱個数の推移

1.3倍
1.0倍
1.3倍
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コンテナ船の大型化とわが国港湾の最大水深岸壁の推移

船名：箱根丸
船長：187m
最大積載量：752TEU

日本船主初のコンテナ船

船名：MOL ENDEAVOR
船長：294m
最大積載量：4,500TEU
満載時必要岸壁水深：14m

パナマックス船 現在就航中の世界最大級船

横浜港南本牧
（18m 15年４月供用）

横浜港南本牧
（16m 01年４月供用）

神戸港ＰＩ２期
（15m 96年４月供用）横浜港大黒

（14m 92年10月供用）

横浜港大黒
（13m 81年２月供用） わが国の最大

水深の状況

船名：MSC MICHEL CAPPELLINI
船長：400m
最大積載量：24,346TEU
満載時必要岸壁水深：19m

（TEU）

1317
20 17 1817 20 19 17

37 33
38 34 35

40 42 39 40 38 40
43 42 40 4043 42 44

33
26
2017 17 15 15 15 15 13 12

7 8 8 7 7 7 7

52 43 35
36 3535

36 39
37

42

37
33
31 28

26 26 29
31

15 15
16 14

13 13
13 15 14

6

3

1 3 4
2 2 2 2 5 3

1 2 2 2
2
2 2

12
14

9 9 9 9
11 11 11

19

1816

15 15
15
17 17

18

16 13
14
15
15 15

17 15 15

11

5

6 7 7
6 6 6 6

23
24

29 29 3031

32
33

25

14

1313

14 16
16
16 16 11

1

2 2
1 1

2 2 2

1 1

1 1

11 11
13 13 1311

11
11

7

8

9 9

8 9
10
9 8 9

5 6
4 4

4 4
3 4 4

4

4

4 3 3
3 2 2 2

4 4

4 3 3 3
2
2 2

111109
106
104
105
103

110
113

97

120

110109

102
103
107
110
109 109

74 75
79 77

73 73

78 78 79

54

38

3231 31
26 25 25 25

22
19

13 14 13 12 1111 11

0

20

40

60

80

100

120

140

101318192021222324 101318192021222324 101318192021222324 101318192021222324 101318192021222324

大洋州航路

アフリカ航路

中南米航路

欧州航路

北米航路

アジア主要港とわが国港湾の国際基幹航路の寄港回数の比較
（寄港回数/週）

シンガポール 上海 釡山 京浜 阪神

2024年
大洋州：2回
アフリカ：0回
中南米：6回
欧州：2回
北米：15回

2024年
大洋州：2回
アフリカ：0回
中南米：0回
欧州：2回
北米：7回

（出典）国際輸送ハンドブック（当該年の１１月の寄港回数の値）より国土交通省港湾局作成
※1 欧州航路には、地中海・黒海航路を含む。
※2 北米航路には、ハワイ航路を含まない。Westwood社の航路を含む。

日本～北米・欧州間の直航率の変化（輸出入）

※11月1日～11月30日の1か月間のコンテナ貨物量より算出
※直航率とは、日本発着の外貿貨物のうち、北米及び欧州へ海外港湾でのトランシップを行わないで輸送される貨物割合
出典：全国輸出入コンテナ貨物流動調査（平成25年、平成30年、令和５年）より国土交通省港湾局作成

2023年2018年2013年
83.8％→87.5％→91.6％日本～北米西岸間
41.6％→51.3％→64.5％日本～北米東岸間
42.3％→43.2％→69.1％日本～欧州間

写真：MaritimeTraffic.com HPより横浜港

【MC1～MC4の一体利用による利便性・生産性の向上】
・バースや荷役機械の相互融通
・ターミナルオペレーションシステムの共通化

［南本牧ふ頭地区］
国際海上コンテナターミナル
整備事業（MC3,MC4）（水深18m）

［南本牧～山下ふ頭地区］
臨港道路整備事業

［本牧ふ頭地区］
国際海上コンテナターミナル
再編整備事業
（D5,BC間）（水深16m）、
（CD）（水深7.5m）

［新本牧ふ頭地区］
国際海上コンテナターミナル
再編整備事業
（SH1,SH2）（水深18m）

大規模コンテナ
ターミナル
のメリット

○バースウィンドウの柔軟性 ○ヤードの効率的な運用
○荷役機械等の共有化 ○波動性のある貨物需要への対応

 サービスレベルの向上
 コストの低廉化
 より多くのトランシップ
貨物への対応

【一体利用のイメージ 】

【横浜港におけるコンテナターミナルの整備等】

・貨物の輸送（積み替え）がターミナル内で完結し、
 柔軟・円滑で効率的な着岸・荷役が可能。
 → 滞船やゲート前渋滞の削減

＜現状＞ ＜一体利用後＞

内航船外航船 外航船（基幹航路）

ターミナルの一体利用

ターミナルゲート

内航船外航船 外航船（基幹航路）

ターミナルゲート

Aターミナル Bターミナル Cターミナル

・ターミナル間で貨物の輸送（積み替え）を行う際は、
 基本的にターミナルゲートでの貨物の搬出入及び
 ターミナル外の通行が必要。

コンテナ貨物を取り巻く世界的な動向とわが国の状況大水深・大規模コンテナターミナルの整備や再編・機能強化

P8-11 国土交通省提供素材を基に作成

長
と
す
る
Ｗ
Ｇ
を
設
け
、官
民
投
資
を

促
す
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
」。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
世
界
に
伍

す
る
日
本
の
物
流
結
節
点
の
再
整
備
計

画
が
具
現
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
港
湾
に
つ
い
て
は
、日
本
が
世
界
の
後

塵
を
拝
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

世
界
的
に
見
て
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
は
増

加
傾
向
に
あ
る
一
方
、日
本
の
取
扱
量
は

微
増
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。コ
ン
テ
ナ
船

の
大
型
化
が
進
展
す
る
な
か
国
際
基
幹

航
路
の
日
本
へ
の
寄
港
回
数
は
減
少
し
、

直
航
率
も
低
下
し
て
い
る
。昨
年
は
欧
州

航
路
を
運
航
す
る
海
運
企
業
が
日
本
へ

の
寄
港
を
次
年
度
か
ら
停
止
す
る
と
い

う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら

れ
た
。「
結
果
的
に
は
、別
の
船
会
社
に

よ
っ
て
欧
州
航
路
が
運
航
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、一
方
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
後
は
、釜
山
経

港湾ロジスティクス強化に向けた施策（案）

由
の
貨
物
が
五
〇
日
近
く
遅
れ
た
こ
と

も
あ
り
、経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も

国
際
基
幹
航
路
の
維
持
は
港
湾
行
政
の

最
大
の
課
題
と
言
っ
て
も
よ
い
と
考
え
て

い
ま
す
」と
細
見
調
整
官
は
話
す
。

　
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
強
化
の
背
景

に
は
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
に
対
応
す
る
岸

壁
水
深
の
不
足
や
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
の
遅
れ
、サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
障
害
の
懸
念

な
ど
が
あ
る
。Ｗ
Ｇ
で
は
そ
う
し
た
論
点

を
整
理
し
港
湾
施
策
の
方
向
性
と
し
て

「
自
律
的
な
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
実

現
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
強
化
」「
サ
イ

バ
ー
・
フ
ィ
ジ
カ
ル
両
面
で
の
港
湾
の
強

靱
化
」「
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
支
え

る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」と
い
う
三
本

の
柱
を
立
て
た
。国
は
こ
れ
を
基
軸
に
国

際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
を
主
な
拠
点
と

し
て
、こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
よ
り
一
層

加
速
し
施
策
を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
。

自
律
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

構
築
す
る

　
細
見
調
整
官
は
施
策
の
三
本
柱
に
つ

い
て
一
本
目
の「
自
律
的
な
港
湾
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
の
実
現
」を
一
番
太
い
柱
に
位

船舶の大型化や取扱貨物量の増大に対応した大水深・大規模コンテナターミナルの形成に向けて、横浜港の新本
牧ふ頭といった新たなターミナルの整備や、既存ターミナルの再編・機能強化が進められている。大規模なターミナル
は、バースウィンドウ運用・内航船などとの積み替え輸送の効率化を可能とする。また、荷役機械の共同利用や港湾労
働者の協業化による一体利用を進めることで生産性向上や港湾労働者不足対策にも寄与する

置
付
け
、あ
わ
せ
て
サ
イ
バ
ー
・
フ
ィ
ジ

カ
ル
両
面
の
強
靱
化
と
人
材
の
確
保
・

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
説
明
す
る
。「
自
律
的
な
港
湾
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

航
路
を
し
っ
か
り
と
維
持
し
、他
国
に
過

度
に
依
存
し
な
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
も
そ

も
、大
規
模
か
つ
高
機
能
な
港
湾
施
設

が
な
け
れ
ば
、船
は
寄
港
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。大
水
深
で
効
率
的
な
荷
役
を
可
能

と
す
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
・

高
機
能
化
は
、港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の

大
前
提
に
な
り
ま
す
」。

　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す

る
港
湾
荷
役
機
械
の
生
産
能
力
の
強
化

と
、そ
の
過
程
で
培
わ
れ
た
技
術
の
海
外

展
開
も
重
要
だ
と
細
見
調
整
官
は
展
望

す
る
。日
本
の
港
湾
は
自
動
化
・
遠
隔

操
作
化
技
術
な
ど
の
導
入
で
海
外
に
後

れ
を
取
っ
て
い
る
が
、今
後
、国
は
そ
の

導
入
促
進
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
し

て
い
る
。そ
の
成
果
は
将
来
的
に
海
外
展

開
を
見
据
え
て
追
い
風
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
と
細
見
調
整
官
は
話
す
。「
米
国

で
は
港
湾
荷
役
機
械
の
七
割
超
を
中
国

製
が
占
め
て
い
ま
す
が
、そ
の
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
を
懸
念
す
る
声
が
米
国
内
で
高

細見 暁彦　Akihiko Hosomi

国土交通省 港湾局 
計画課 企画室
調整官

ま
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
は
日

本
の
高
品
質
で
信
頼
性
の
高
い
港
湾
荷

役
機
械
が
海
外
の
市
場
に
参
入
す
る
好

機
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
」。国
産
メ
ー

カ
ー
が
隆
盛
す
れ
ば
国
内
で
の
導
入
コ

ス
ト
も
下
が
り
、施
設
や
技
術
の
更
新
を

促
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。結
果
と
し
て

日
本
の
港
湾
の
機
能
強
化
を
実
現
す
る

こ
と
に
な
る
。細
見
調
整
官
は
そ
の
好
循

環
の
実
現
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

選
ば
れ
る
港
の
実
現
に

必
要
な
Ｄ
Ｘ
、脱
炭
素
化

　
全
世
界
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
環
境
施
策
に
お
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い
て
も
港
湾
は
例
外
で
は
な
い
。国
は
港

湾
ご
と
の
港
湾
脱
炭
素
推
進
計
画
の
作

成
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
駆
動
か
ら
電
動
型
な
ど

の
低
炭
素
型
荷
役
機
械
へ
の
換
装
や
導

入
、水
素
燃
料
の
活
用
に
向
け
た
実
証

な
ど
を
通
じ
て
、港
湾
の
脱
炭
素
化
を
推

進
し
て
い
る
。「
荷
役
の
効
率
化
は
コ
ス

ト
面
と
と
も
に
、選
ば
れ
る
港
湾
と
な
る

た
め
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
す
が
、脱

炭
素
化
の
取
組
み
も
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。更
新
時
期
を
迎
え
る
港
湾
荷
役

機
械
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、脱
炭

素
型
に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と

細
見
調
整
官
は
話
す
。

　
紙
や
電
話
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
中
心
だ
っ

た
港
湾
手
続
を
電
子
化
す
る「
サ
イ
バ
ー

ポ
ー
ト
」の
活
用
も
進
み
つ
つ
あ
る
。荷

主
や
船
社
、運
輸
業
者
な
ど
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
ぎ
、税
関
や
検
疫
な
ど
輸
出

入
に
か
か
わ
る
手
続
を
一
元
的
に
処
理

す
る
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
は
じ
め
、多
様
な
シ

ス
テ
ム
を
連
携
さ
せ
た
港
湾
の
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
。「
国

際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
だ
け
で
な
く
、全

国
の
港
湾
も
つ
な
ぐ
港
湾
手
続
の
デ
ジ

タ
ル
標
準
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。使
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
の
効
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、サ
イ

バ
ー
ポ
ー
ト
の
メ
リ
ッ
ト
の
周
知
に
も
更

に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」。サ
イ
バ
ー

ポ
ー
ト
を
利
用
す
る
企
業
は
昨
年
度
末

時
点
で
約
一
、一
〇
〇
社
に
達
し
た
。国

は
二
〇
三
五
年
度
末
ま
で
に
一
〇
倍
の

一
万
一
、〇
〇
〇
社
と
の
連
携
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

三
本
の
柱
を
連
関
さ
せ
る

　
施
策
の
方
向
性
の
二
本
目
の
柱
に
含

ま
れ
る「
サ
イ
バ
ー
面
で
の
港
湾
の
強

は
り
、港
湾
荷
役
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔

操
作
化
に
よ
る
労
働
環
境
改
善
、安
全

性
や
生
産
性
の
向
上
も
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」。ク
レ
ー
ン

な
ど
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
が
進
展

す
れ
ば
女
性
や
高
齢
者
の
入
職
も
期
待

で
き
る
。

　
自
律
的
な
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の

実
現
に
向
け
た
港
湾
機
能
の
高
度
化
、Ｄ

Ｘ
化
を
起
点
に
サ
イ
バ
ー
対
策
か
ら
人

材
と
労
働
力
の
確
保
ま
で
、三
本
の
柱
は

細
見
調
整
官
が
話
す
よ
う
に
広
く
、深
く

連
関
し
て
い
る
。同
時
並
行
的
に
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
港
湾
政
策
の
推
進
、実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

港
湾
整
備
の
推
進
力
と
な
る

港
湾
土
木

　
日
本
の
港
湾
が
対
峙
す
る
数
々
の
課

題
と
そ
の
対
策
、施
策
に
今
後
建
設
業
が

果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。既
存
の
倉

庫
は
、二
割
超
が
稼
働
か
ら
四
〇
年
を
超

え
、一
斉
に
更
新
の
時
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。国
は
老
朽
化
し
た
倉
庫
の
集

約
、再
編
を
通
じ
た
貨
物
の
受
入
ス
ペ
ー

ス
の
拡
充
・
整
備
を
俎
上
に
載
せ
、官
民

投
資
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
急
ぐ
。そ

靱
化
」の
必
要
性
が
顕
在
化
し
た
の
は

二
〇
二
三
年
に
名
古
屋
港
で
発
生
し
た

サ
イ
バ
ー
攻
撃
だ
。こ
れ
に
起
因
す
る
シ

ス
テ
ム
障
害
に
よ
っ
て
三
日
間
に
わ
た
っ

て
同
港
の
物
流
機
能
が
停
止
し
た
。サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
脅
威
は
日
々
高
ま
っ
て
い

る
。国
は
各
港
の
対
策
状
況
を
審
査
す
る

仕
組
み
づ
く
り
や
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
な
ど
制
度
的
な
措
置
を
講
じ
て

い
る
。「
実
際
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

担
っ
て
い
た
だ
く
港
湾
関
係
者
全
体
で

訓
練
を
実
施
し
、専
門
知
識
を
有
す
る

人
材
の
育
成
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
」と
細
見
調
整
官
は
説
明
す
る
。

　
そ
し
て
三
本
目
の「
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」

は
港
湾
の
労
働
力
確
保
に
直
結
す
る
課

題
だ
。細
見
調
整
官
は
、「
港
は
、一
般

の
方
か
ら
す
る
と
入
れ
な
い
、近
づ
け
な

い
、わ
か
り
に
く
い
場
所
」と
し
た
う
え

で
、こ
う
話
す
。「
ま
ず
は
港
を
知
っ
て

も
ら
わ
な
い
こ
と
に
は
、港
で
働
く
と
い

う
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
も
な
か
な
か
つ
な

が
ら
な
い
た
め
、見
学
会
な
ど
を
通
じ
た

港
湾
運
送
の
重
要
性
や
魅
力
の
発
信
は

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、そ
れ

だ
け
で
は
な
く
労
働
力
不
足
へ
の
対
応

や
労
働
力
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
や

の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
拡
張
、再
整
備
も
必
須
だ
。「
日
本

は
地
震
大
国
。耐
震
基
準
は
海
外
に
比
し

て
と
て
も
厳
格
で
、わ
が
国
の
港
湾
土
木

技
術
は
そ
れ
を
克
服
す
る
高
度
な
技
術

を
有
し
て
い
ま
す
。実
際
に
高
度
成
長
期

に
お
い
て
短
期
間
に
集
中
し
て
全
国
の

港
湾
整
備
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
受
け
継
が

れ
、更
に
高
度
化
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
」。そ
の
技
術
は
、諸
外
国
の
港
湾
整

備
や
イ
ン
フ
ラ
輸
出
に
お
い
て
も
、海
外

企
業
と
十
分
渡
り
合
え
る
も
の
だ
と
細

見
調
整
官
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
港
湾
整
備
の
重
要
性

を
改
め
て
こ
う
語
っ
て
く
れ
た
。「
冒
頭

で
話
し
た
通
り
、日
本
の
貿
易
量
の
ほ
と

ん
ど
が
港
湾
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
て
お

り
、そ
の
機
能
の
維
持
・
強
化
は
必
要
不

可
欠
で
す
。昨
今
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え

る
と
、今
こ
そ
港
湾
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の

分
野
に
力
を
尽
く
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ

り
ま
す
。先
達
が
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

施
策
を
こ
こ
で
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
」。

　
今
ま
さ
に
港
湾
立
国
の
扉
が
開
か
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。

民間
貿易PF

民間事業者間の港湾手続
2021年4月サービス開始
国土交通省港湾局運営

物流事業者
自社システム

パッケージ
ソフト

船社システム
海外
貿易PF

商流・金流分野
2022年4月商用版リリース

輸出入手続＋民間業務
1991年10月稼働開始
（Sea -NACCS）

CTの生産性向上（混雑緩和）
2021年4月本格運用開始
（横浜港南本牧）
神戸港・大阪港・横浜港・東京
港の他ターミナルへの横展開
に向けた取組を推進

コンテナ物流情報の共有
2010年4月運用開始
アクセス数：約3.5万回／日
船舶動静状況、CY搬出可否、
混雑状況カメラ画像等

TOS
（ターミナルオペレーションシステム）

利用者の利便性向
上のため、データプ
ラットフォーム（PF）
である「サイバーポー
ト」及び「NACCS」
を軸に、民間事業者
独自の貿易PFやシ
ステムと連携し、港
湾物流DXを推進し
ている

水素大規模海上輸送サプライチェーン構築実証事業（NEDO助成事業）提供：HySTRA現地実証（２０２５年８月・横浜港）

港湾荷役機械の脱炭素化
• 港湾運送事業者等は、国や港湾管理者の補助事業も活用しつつ、
ハイブリッド型や電動型等の低炭素型荷役機械を導入
• 水素の燃料利用について、国土交通省と東京都が現地実証を行い、
現在、安全かつ円滑な導入のためのガイドラインを作成中

水素等の受入環境の整備
• 水素社会推進法に基づく支援等により海外から調達したアンモニアの
利用など、黎明期のユースケースづくりが進められている
• 令和８年３月、港湾での水素・アンモニアの受入に関して、安全かつ効
率的な施設配置を検討する際の留意点につき運用面も考慮しつつ整
理したガイドラインを策定・公表

「港湾脱炭素化推進計画」の作成
• 各港湾で、港湾管理者が設置した官民の関係主体による協議会にて
温室効果ガス排出削減目標や脱炭素化のための事業等を整理
• 現時点で７４港湾で作成済
CNP認証
• コンテナターミナルにおける脱炭素の取組みについて、国土交通省が
実施状況に応じて５段階で評価するもの
• これまでに1１ターミナルを認証済

写真提供：商船三井、国華産業、三菱ガス化学、出光興産、横浜市
供給トライアル（２０２６年２月、横浜港）

代替燃料の供給
• LNGの供給は、３隻のバンカリング船が就航、供給体制が整いつつある
• 低炭素メタノールやアンモニアの供給についても、ガイドラインを踏まえ、
複数の企業が事業化を進めており、うち１社は、２０２９年から低炭素メタ
ノールの供給開始を予定

２ 取引環境の改善

１ 港湾運送の魅力の発信等
・港湾運送の魅力を伝えるPR素材の充実を図るとともに、見学会・
職業紹介等のPR活動を、関係者が連携して実施。
・港湾運送業への退職自衛官の再就職を支援。

・荷主団体・船社団体に対して、適切な価格転嫁を要請。
・港湾運送事業の取引実態に関する調査を踏まえ、取引適正化のための
ガイドラインを策定。
・運賃料金の届出における審査方法の見直し及びより実効性のある監査
を実施するため、監査業務の運用の見直しを検討。

３ 安全性向上・労働環境の改善

・女性、高齢者等にも働きやすい労働環境整備の推進。
・荷役機械の遠隔操作化等につながる技術開発を行うとともに、
開発された技術の社会実装を推進。
・コンテナターミナルの一体利用の推進。
・安全対策や労働環境改善等の先進的な海外事例を調査。

十分収受できている
十分には収受できていない
収受できていない 58％

37％

5％取引先からの運賃料金の収受状況

240者
199者

151者
109者
104者

作業環境（暑さや寒さ等）が厳しい

土日祝日勤務がある

賃金が不十分

業界のイメージが悪い

勤務時間が不規則である

採用が難しい理由（上位５項目）

港湾労働者の不足状況

カーボンニュートラルポートの形成、次世代燃料バンカリングの推進

港湾労働者不足対策等アクションプラン2025

脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化により、荷主や船社から選ばれる競争力のある港湾を形成する。また、水素などの受入環境により、産業の構造転換及び競争力の強化
に貢献する

サイバーポートを中心とした連携イメージ

11 102026.06



※㈱住友倉庫、山九㈱、ニッケル．エンド．ライオンス㈱

最
先
端
を
走
る

コ
ン
テ
ナ
物
流
拠
点
を
目
指
す

国
内
最
大
級
の

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
神
戸
港
は
、後
背
に
迫
る
急
峻
な
六

甲
山
に
よ
り
、広
い
平
地
を
介
さ
ず
に
直

接
大
阪
湾
に
落
ち
込
む
地
形
に
よ
っ
て

水
深
を
維
持
し
、そ
の
連
山
が
季
節
風
を

阻
む
。そ
う
し
た
特
徴
か
ら
、古
く
か
ら

天
然
の
良
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。中

国
大
陸
、朝
鮮
半
島
を
結
ぶ
国
際
貿
易

の
拠
点
と
し
て
発
祥
し
、江
戸
時
代
に
は

既
に
国
内
外
の
海
運
・
交
通
の
要
衝
と

し
て
発
展
を
遂
げ
た
。一
九
九
五
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
が
、わ
ず
か
二
年
で
施
設
復
旧
を

完
遂
、二
〇
一
〇
年
に
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦

略
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
阪
神
港
の
一
翼

を
担
い
、日
本
の
表
玄
関
と
し
て
発
展
を

続
け
て
い
る
。

　
神
戸
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
運
営
す
る
商
船
港
運
㈱
を

訪
ね
た
。同
社
は
一
九
五
四
年
に
大
阪
港

で
創
業
し
、一
九
七
四
年
に
神
戸
港
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
で
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
運
営
を
開

始
、そ
の
後
、震
災
翌
年
の
移
転
を
経
て

二
〇
一
一
年
、現
在
の
高
規
格
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
再
移
転
し
た
。同
社
の
戸
田
潤
平
神

戸
事
業
部
長
に
お
話
を
聞
い
た
。同
社
の

歴
史
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
や
は
り
阪

神
・
淡
路
大
震
災
だ
っ
た
と
話
す
。「
震

災
に
よ
っ
て
取
扱
量
が
大
幅
に
落
ち
込

み
ま
し
た
が
、他
の
三
社
※
と
共
同
運
営

体
制
を
敷
い
て
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。力
を
合
わ
せ
て
施
設
や
人
員
の

集
約
、施
設
の
再
編
を
図
っ
た
共
同
運

営
方
式
は
、当
時
と
し
て
は
稀
な
戦
略

で
あ
り
、現
在
に
つ
な
が
る
先
駆
的
な
事

例
で
し
た
」。そ
の
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
今
春
、

二
〇
二
三
年
に
着
工
し
た
神
戸
港
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
第
二
期
地
区
の
再
整
備

が
概
成
し
、今
夏
に
は
連
続
す
る
五
つ
の

バ
ー
ス
を
一
体
運
用
す
る
、国
内
最
大

級
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
と
躍
進
し

た
。

長
距
離
直
線
バ
ー
ス
が
最
大
の
強
み

　
第
二
期
地
区
の
整
備
に
よ
っ
て
南
北

に
延
び
る
一
、〇
五
〇
㍍
の
３
バ
ー
ス
に

北
面
七
〇
〇
㍍
の
２
バ
ー
ス
が
追
加
さ

れ
、Ｌ
字
型
で
全
長
一
、七
五
〇
㍍
の
５

バ
ー
ス
に
延
伸
し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
コ

ン
テ
ナ
取
扱
量
は
現
在
の
神
戸
港
全
体

の
三
割
か
ら
四
割
に
増
加
す
る
。バ
ー
ス

の
増
強
に
よ
っ
て
船
舶
の
離
着
岸
に
余

裕
が
生
ま
れ
る
。そ
の
効
果
は
大
き
い
。

荷
役
の
効
率
化
・
合
理
化
を
よ
り
一
層

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
、戸
田
事
業
部
長

は
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
る
。「
一
、

〇
〇
〇
㍍
超
の
直
線
バ
ー
ス
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
、最
大
限
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。最
大
の
利
点
は
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ（
積

替
え
）が
容
易
に
な
る
こ
と
で
す
。例
え

ば
、内
航
船
と
外
航
船
が
貨
物
接
続
す

る
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
の
船
が
同
時
に
着
岸

で
き
る
た
め
、貨
物
接
続
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
を
大
幅
短
縮
で
き
る
。こ
れ
が
、連
続

バ
ー
ス
を
持
つ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
最
大
の
強
み

で
す
」。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
異
な
る
外
航
船
同
士

で
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
場
合
、タ
ー
ミ

ナ
ル
間
を
一
旦
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
送
す
る

必
要
が
あ
る
。一
方
で
、同
じ
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
外
航
船
の
着
岸
を
集
約
で
き
れ
ば
、

ト
ラ
ッ
ク
搬
送
は
不
要
と
な
り
、利
便
性

は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
と
戸
田
事
業
部

長
は
話
す
。「
ま
た
、外
航
船
が
集
約
さ

れ
る
こ
と
で
内
航
船
の
寄
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

も
集
約
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
複
数
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
寄
港（
離

着
岸
）を
繰
り
返
し
て
い
た
、い
わ
ゆ
る

『
バ
ー
ス
ホ
ッ
ピ
ン
グ
』が
大
幅
に
削
減

さ
れ
、内
航
船
の
運
航
効
率
改
善
に
も
つ

な
が
る
。複
数
バ
ー
ス
を
一
体
運
用
で
き

れ
ば
、空
い
て
い
る
バ
ー
ス
に
次
々
と
船

を
着
岸
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、船

の
沖
待
ち（
入
港
待
ち
）や
荷
役
待
機
時

間
が
削
減
さ
れ
、タ
ー
ミ
ナ
ル
の
生
産
性

は
格
段
に
向
上
し
ま
す
」と
戸
田
事
業

部
長
は
意
気
込
む
。

「
肌
感
覚
」の
商
習
慣
を
変
え
る

サ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト

　「
海
外
の
大
型
港
湾
は
外
航
船
同
士

の
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
が
メ
イ
ン
で
す
が
、日

本
の
港
湾
物
流
は
陸
側
の
貨
物
を
港
に

集
約
し
て
海
に
出
す
こ
と
が
基
本
で
す
。

集
配
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク
に
は
貨
物
受
け

渡
し
日
に
制
限
を
か
け
て
い
な
い
た
め
、

『
い
つ
で
も
来
て
く
だ
さ
い
』と
い
う
運

用
に
な
っ
て
い
る
。我
々
も
今
週
は
こ
の

日
が
混
み
そ
う
だ
と
い
う
よ
う
な
肌
感

覚
、商
習
慣
に
基
づ
い
て
仕
事
を
し
て
い

神戸国際コンテナターミナル

神戸国際コンテナターミナルの整備位置図

る
面
が
あ
り
ま
す
」と
戸
田
事
業
部
長
は

笑
う
。

　
一
方
で
コ
ン
テ
ナ
の
増
加
に
伴
い
計

画
的
な
荷
役
は
よ
り
一
層
重
要
性
を
増

し
て
い
る
。今
年
三
月
、Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
サ

イ
バ
ー
ポ
ー
ト
を
目
指
し
国
が
開
発
し

た
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
通
常
運
用
を
開
始

し
た
。コ
ン
テ
ナ
を
積
載
し
た
ト
レ
ー

ラ
ー
の
到
着
時
刻
を
事
前
に
予
約
登
録

し
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
ゲ
ー
ト
で
Ｐ
Ｓ
カ
ー

ド
を
か
ざ
す
だ
け
で
、行
き
先
レ
ー
ン
な

ど
の
情
報
を
携
帯
端
末
を
通
じ
て
即
座

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。タ
ー
ミ
ナ

ル
周
辺
は
夕
刻
の
渋
滞
が
常
態
化
し
て

お
り
、そ
の
時
間
帯
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待

機
時
間
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。混
雑
時

を
避
け
ト
ラ
ッ
ク
の
分
散
化
が
図
れ
れ

ば
、そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。同
時
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
荷
役
も
大
幅

に
改
善
す
る
。「
コ
ン
テ
ナ
は
四
段
積
み

で
す
。上
部
の
コ
ン
テ
ナ
を
一
つ
つ
ま
ん

で
降
ろ
す
だ
け
な
ら
二
分
も
か
か
ら
な
い

が
、一
番
下
の
も
の
を
出
そ
う
と
す
る
と

五
、六
倍
の
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。

事
前
に
わ
か
っ
て
い
れ
ば
前
日
に
積
み
方

を
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」。戸
田
事

業
部
長
は
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
普
及
を
よ

り
一
層
促
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。

戸田 潤平　Junpei Toda

商船港運株式会社
神戸事業部長
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次
世
代
型
の

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
構
築
す
る

　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
港

湾
荷
役
の
Ｄ
Ｘ
は
、今
後
必
須
に
な
る
と

戸
田
事
業
部
長
は
確
信
し
て
い
る
。加
え

て
将
来
的
に
は
気
象
・
海
象
や
船
の
運

航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、寄
港
時
間
に
左
右
さ

れ
る
荷
役
の
波
動
性
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
る
コ
ン
テ
ナ
蔵
置
計
画
に
Ａ
Ｉ
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
話
す
。「
船

の
入
出
港
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
た
人

員
の
手
配
や
コ
ン
テ
ナ
蔵
置
計
画
は
ベ
テ

ラ
ン
職
員
が
担
当
し
ま
す
が
、入
港
の
予

定
が
変
更
に
な
る
と
荷
役
の
工
程
も
再

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
都
度
手

配
計
画
も
練
り
直
し
と
な
り
ま
す
。そ
う

し
た
作
業
は
担
当
者
の
経
験
値
や
職
人

技
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ

が
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
っ
て
運
用
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
担
当
者
の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、

作
業
の
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
」。コ

ン
テ
ナ
の
ダ
メ
ー
ジ
の
確
認
も
、経
験
を

積
ん
だ
人
間
の
目
視
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
。ピ
ン
ホ
ー
ル（
極
め
て
小
さ
な
穴

あ
き
）も
見
逃
さ
な
い
精
度
だ
が
、こ
こ

に
も
Ａ
Ｉ
導
入
の
余
地
が
あ
る
と
戸
田

事
業
部
長
は
話
す
。

　
更
に
国
内
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

急
が
れ
て
い
る
の
が
、ク
レ
ー
ン
の
遠
隔

操
作
化
だ
。ゴ
ム
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
門

型
ク
レ
ー
ン（
Ｒ
Ｔ
Ｇ
）の
操
作
室
は
ビ

ル
の
四
階
の
高
さ
に
相
当
し
、そ
こ
か
ら

足
元
に
置
か
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
を
の
ぞ

き
込
み
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
地
上
か
ら
遠
隔
操
作
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
ク
レ
ー
ン
へ
の
乗
降
り
や
、

の
ぞ
き
込
む
作
業
姿
勢
か
ら
解
放
さ
れ

る
た
め
、作
業
員
の
身
体
的
負
担
は
大
き

く
軽
減
さ
れ
る
。労
働
人
材
確
保
に
は
職

場
労
働
環
境
の
改
善
が
急
務
で
、Ｋ
Ｉ
Ｃ

Ｔ
で
は
今
夏
か
ら
遠
隔
操
作
に
対
応
す

る
新
鋭
機
を
稼
働
さ
せ
る
予
定
だ
。Ｒ
Ｔ

Ｇ
の
動
力
に
つ
い
て
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
か
ら
電
動
化
を
進
め
る
な
ど
、脱
炭

素
化
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
貢
献
と
、広
範
な
課

題
に
果
敢
に
取
り
組
み
、次
世
代
型
の
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
構
築
を
加
速
さ
せ

て
い
る
。

港
湾
整
備
の
進
化
の
過
程
を

日
本
中
の
港
に
還
元
す
る

　
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
港
湾
と
な
る
た

め
に
は
、当
然
な
が
ら
、物
流
機
能
の
高

度
化
が
必
須
と
な
る
。こ
れ
を
実
現
す
る

の
が
岸
壁
、倉
庫
、荷
役
機
械
と
い
っ
た

港
湾
施
設
、ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
強
化
だ
。

今
後
港
湾
土
木
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
と
戸
田
事
業
部
長
は
話
す
。「
三
つ
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
れ
ば
ゲ
ー
ト
や
管
理

棟
も
三
つ
必
要
に
な
り
ま
す
。こ
れ
を
集

約
す
る
こ
と
で
コ
ン
テ
ナ
を
蔵
置
す
る
ス

ペ
ー
ス
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。タ
ー

ミ
ナ
ル
の
拡
張
や
再
編
、老
朽
化
し
た

バ
ー
ス
の
強
化
、施
設
の
更
新
、航
路
や

泊
地
の
浚
渫
な
ど
に
お
い
て
も
建
設
業

界
の
技
術
な
く
し
て
港
湾
の
高
機
能
化

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
」。

　
日
本
の
港
湾
は
南
本
牧
ふ
頭
が
最
深

で
水
深
一
八
㍍
だ
が
、世
界
に
は
水
深

二
〇
㍍
級
の
大
深
度
岸
壁
が
い
く
つ
も

存
在
す
る
。物
理
的
に
船
が
入
港
で
き
な

け
れ
ば
、船
社
も
寄
港
地
を
絞
ら
ざ
る
を

得
な
い
。「
岸
壁
の
強
度
も
課
題
で
す
。

今
後
、更
に
大
型
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー

ン
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
、岸
壁
の
強

度
が
不
足
す
る
可
能
性
も
あ
る
。そ
う
し

た
点
を
ど
の
よ
う
に
ク
リ
ア
し
て
い
く
か

が
技
術
的
な
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
」と

戸
田
事
業
部
長
は
話
す
。コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
拡
張
と
い
っ
た
大
規
模
な
施
工

だ
け
で
な
く
、バ
ー
ス
の
補
修
や
地
盤
の

補
強
も
頻
繁
に
行
わ
れ
る
。稼
動
を
止

め
る
こ
と
の
で
き
な
い
港
湾
施
設
を
供

用
し
な
が
ら
の
施
工
と
な
る
。「
工
事
に

よ
っ
て
港
湾
機
能
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。施
工
に
は
車
両
や
荷
役
機
械
の

動
線
確
保
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
こ
れ
が
容
易
で
は
な
い
。施
工
者
が

最
も
苦
労
す
る
点
だ
と
思
い
ま
す
」。施

工
法
や
工
程
に
つ
い
て
綿
密
な
協
議
を

重
ね
、限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
時
間
の
な

か
で
合
理
的
な
施
工
法
を
検
討
し
て
い

る
と
い
う
。

　
今
後
、Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
日
本
最
大
級
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
。戸
田
事
業
部
長

は
、こ
れ
ま
で
の
整
備
の
過
程
や
将
来
に

向
け
た
取
組
み
を
全
国
の
港
湾
整
備
に

生
か
す
べ
く
、そ
の
実
績
と
情
報
を
関
係

者
と
共
有
し
て
い
き
た
い
と
話
す
。「
Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
今
後
更
に
衆
目
を
集
め
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。引
き
続
き
、国

の
施
策
の
先
頭
に
立
ち
、港
湾
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
の
進
展
に
関
与
し
て
い
き
た

い
。多
様
な
施
策
を
実
証
事
業
な
ど
を
通

し
試
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。Ｋ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
は
、更
に
高
度
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
を
克

服
す
る
過
程
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
が
蓄
積
、深
化
す
る
は
ず
。そ
の
成

果
を
、日
本
各
地
の
港
湾
へ
還
元
し
て
い

き
ま
す
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

CONPAS概要図

CONPASとは、コンテナターミナルのゲート前混雑の解消やトレーラーのターミナル滞在時間の短縮を図り、コンテナ物流を効率化することを目的としたシステム（提供：国土交
通省）

コンテナの搬出入時に、ゲートにてコンテナの
ダメージチェックが目視で行われる

休むことなく稼働するバース内では路盤・路床の補強や設備の更新なども頻繁に行われる。荷役機械・
車両の動線や荷役作業への影響を最小限に抑えるため、綿密な打合せと工程確認は必須だ。施工者に
も経験値に裏付けられた繊細な施工管理が求められる

ガントリークレーンでコンテナの積み降ろしが行われている

提供：商船港運㈱
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「地理院地図」（国土地理院）を加工して作成
P17素材提供：五洋建設㈱

日
本
最
大
の
表
玄
関
の
機
能
強
化

　
一
九
四
一
年
に
開
港
し
た
東
京
港
は
、

高
度
成
長
期
に
急
拡
大
し
、一
九
九
八
年

以
降
、外
国
貿
易
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
で

全
国
一
位
を
誇
る
。増
加
を
続
け
る
国
際

コ
ン
テ
ナ
貨
物
と
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化

に
対
応
す
る
た
め
、中
央
防
波
堤
外
側
地

区
、い
わ
ゆ
る「
中
防
」で
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。二
〇
二
〇
年
に
は
Ｙ
２
バ
ー
ス
が
供

用
を
開
始
し
青
海
ふ
頭
の
再
編
が
進
捗
、

現
在
こ
の
Ｙ
２
バ
ー
ス
に
連
続
す
る
水
深

一
六
㍍
、延
長
四
〇
〇
㍍
の
Ｙ
３
バ
ー
ス

の
築
造
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。完
成
す
れ

ば
、東
京
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
が
大
幅

に
増
加
す
る
だ
け
で
な
く
、ひ
っ
迫
す
る

大
井
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
の
再
編
を
促
進
し
、

東
京
港
の
施
設
能
力
の
増
強
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
Ａ
～
Ｄ
工
区
か
ら
な
る
Ｙ
３
バ
ー
ス
の

整
備
に
は
、Ｙ
２
バ
ー
ス
と
同
様
に
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
工
法
が
採
用
さ
れ
た
。昨
年
ま
で

に
Ｙ
２
バ
ー
ス
に
隣
接
す
る
Ａ
工
区
の
う

ち
六
四
㍍
で
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
四
基
の
据
付
が

完
了
、引
き
続
き
残
る
Ａ
工
区
と
Ｂ
工
区

の
九
六
㍍
で
鋼
管
杭
の
打
設
と
六
基
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
据
付
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
工
法
は
、工
場
で
製
作
し

た
鋼
管
ト
ラ
ス
の
構
造
物
を
、海
底
に
打

設
し
た
鋼
管
杭
に
固
定
す
る
工
法
。大

水
深
、軟
弱
地
盤
に
対
応
し
、短
期
施
工

を
可
能
と
す
る
利
点
が
あ
る
。Ｙ
３
バ
ー

ス
で
は
三
重
県
津
市
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
㈱
の
工
場
か
ら
海
上
運
搬
さ

れ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
一
、六
〇
〇
㌧
吊

の
起
重
機
船
で
揚
重
、ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
脚

部（
レ
グ
）を
先
行
杭
に
被
せ
る
よ
う
に

据
え
付
け
、そ
の
後
、後
行
杭
を
挿
入
打

設
し
て
一
体
化
さ
せ
る
。ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

を
に
ら
み
海
象
を
読
み
な
が
ら
工
程
を

管
理
し
て
い
る
。港
湾
土
木
の
宿
命
だ
と

言
っ
て
笑
う
。

　
取
材
時（
四
月
末
）は
一
サ
イ
ク
ル
目

の
二
基
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
据
付
が
終
わ
り
、

次
工
程
の
後
行
杭
打
設
が
始
ま
っ
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
。寄
神
建
設
㈱
が
保
有
す

る
国
内
最
大
級
の
全
旋
回
式
起
重
機
船

（
一
、六
〇
〇
㌧
吊
）が
、バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン

マ
ー
、油
圧
ハ
ン
マ
ー
を
操
り
慎
重
に
杭

を
打
ち
込
ん
で
い
く
。光
波
測
距
儀
と
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
ダ
ブ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
、慎
重
に
打
設

す
る
。

　
現
場
代
理
人
の
浅
野
良
祐
工
事
主
任

は
こ
う
説
明
す
る
。「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

仕
様
は
高
さ
一
五
㍍
、長
さ
四
八
㍍
、幅

一
五
㍍
、重
量
は
三
三
三
㌧
に
達
す
る
。

こ
の
巨
大
な
鋼
製
の
ス
テ
ー
ジ
と
も
言
え

る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
据
付
と
鋼
管
杭
の
打

設
を
担
う
の
が
、五
洋
・
あ
お
み
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
だ
。采
配
を
振
る

吉
田
慶
太
工
事
所
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
と
に
か
く
巨
大
な
構
造
物
。陸
送
は
不

可
能
で
海
か
ら
運
び
入
れ
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。鋼
管
杭
の
外
径
は
一
、六
〇
〇

㍉
㍍
、レ
グ
の
実
質
的
な
内
径
が
一
、

七
〇
〇
㍉
㍍
で
し
か
な
い
た
め
、±
五
〇

㍉
㍍
以
下
と
い
う
打
設
精
度
が
求
め
ら

れ
る
。ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
海
上
運
搬
、鋼
管

杭
打
設
か
ら
据
付
ま
で
、繊
細
な
施
工

が
求
め
ら
れ
ま
す
」。毎
日
、天
気
予
報ジャケットの海上運搬

ジャケット据付状況

ジャケット据付完了

「
東
京
中
防
」に
築
か
れ
る

 
新
た
な
物
流
ス
テ
ー
ジ

中央防波堤外側国際海上コンテナターミナルの整備位置図

東京港中央防波堤外側地区岸壁（-16m）（耐震）築造工事の施工図

シ
ス
テ
ム
は
、バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
上
へ
、

打
設
中
の
鋼
管
杭
や
据
付
中
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
位
置
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
反
映

し
ま
す
。そ
の
た
め
、『
任
意
視
点
』か
ら

『
複
数
人
が
同
時
』に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

経
由
す
る
こ
と
で
ど
こ
で
も
現
地
状
況

の
把
握
が
可
能
で
す
。従
来
の
光
波
測

距
儀
誘
導
の
確
実
性
を
高
め
、船
上
や

各
施
工
箇
所
に
分
散
し
た
工
事
従
事
者

が
、元
来
目
視
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
鋼
管
杭
と
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
レ
グ
の
干
渉
な

ど
を『
見
え
る
化
』す
る
こ
と
に
よ
り
、

工
事
の
要
点
と
な
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
据
付

を
正
確
か
つ
安
全
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

最
大
の
利
点
で
す
。こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム

を
駆
使
し
な
が
ら
工
事
従
事
者
が
同
じ
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情
報
を
共
有
し
て
自
信
を
持
ち
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
」。　

供
用
中
の
バ
ー
ス
に
隣
接
す
る
現
場

　
現
場
の
す
ぐ
隣
で
は
、据
え
付
け
ら

れ
た
ば
か
り
の
九
六
㍍
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
隔
て
て
、供
用
中
の
Ｙ
２
バ
ー
ス
の
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
稼
働
し
て
い
る
。

巨
大
な
起
重
機
船
が
そ
び
え
る
背
後
に

は
、接
岸
し
た
コ
ン
テ
ナ
船
と
積
み
上
げ

ら
れ
た
無
数
の
コ
ン
テ
ナ
が
迫
る
。こ
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
当
現
場
の
最
大
の
特
徴

と
言
え
る
。コ
ン
テ
ナ
船
が

日
常
的
に
着
岸
と
離
岸
を

繰
り
返
し
、ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
が
絶
え
間
な
く
コ
ン

テ
ナ
を
積
み
降
ろ
す
物
流
拠

点
に
隣
接
す
る
現
場
で
は
、

日
々
、神
経
戦
を
強
い
ら
れ

る
。目
の
前
に
は
巨
大
な
コ

ン
テ
ナ
船
が
鎮
座
し
、そ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
半
端
な
も

の
で
は
な
い
と
吉
田
所
長
は

語
る
。「
毎
日
の
よ
う
に
船

が
出
入
り
し
ま
す
が
、工
事

の
都
合
で
荷
役
を
止
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。そ
の
都

度
、起
重
機
船
の
巨
体
を
退

避
さ
せ
、船
の
離
着
岸
が
完

了
し
た
後
に
再
び
セ
ッ
ト
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。コ
ン

テ
ナ
船
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

事
前
に
把
握
し
、ル
ー
ル
に

従
い
工
事
を
安
全
に
進
め
る
こ
と
が
こ
の

現
場
の
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
も

よ
い
で
す
」。

　
一
万
㌧
を
超
え
る
コ
ン
テ
ナ
船
に
は
、

入
出
港
に
際
し
て
、東
京
港
を
知
り
尽

く
し
た
水
先
案
内
人（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）の

同
乗
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。特
に
外

航
船
は
こ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
指
示
に
従
っ

て
船
を
運
航
す
る
こ
と
に
な
る
。「
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
の
情
報
共
有
は
不
可
欠
と
な

る
。彼
ら
は
起
重
機
船
か
ら
伸
び
る
ア
ン

カ
ー
の
ワ
イ
ヤ
ー
が
ど
の
位
置
に
張
ら
れ

て
い
る
か
を
含
め
施
工
の
状
況
を
詳
細

に
理
解
し
て
い
る
の
で
、上
手
く
船
を
誘

導
し
て
く
れ
る
。綿
密
な
情
報
交
換
を
日

課
に
し
て
い
ま
す
」と
吉
田
所
長
は
パ
イ

ロ
ッ
ト
と
の
協
働
の
大
切
さ
を
強
調
す

る
。

　
一
万
㌧
以
下
の
船
舶
は
ど
う
す
る
か
。

吉
田
所
長
は
現
場
の
ほ
ぼ
対
岸
に
位
置

す
る
信
号
所
と
の
連
携
に
解
決
の
糸
口

を
見
出
し
た
。船
舶
の
動
静
な
ど
、港
湾

の
状
況
を
見
極
め
、船
の
運
航
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提
供
す
る
民
間
通
信

社
の
施
設
だ
。航
行
す
る
船
に
向
け
て
電

光
掲
示
で「
Ｏ
」は「
出
航
の
み
可
能
」、

「
Ｆ
」は「
入
出
港
の
両
方
可
能
」と
い
っ

た
指
示
を
発
信
す
る
。そ
こ
で
、通
信
社

に
赴
き
情
報
の
提
供
を
要
請
し
た
と
い

う
。「
作
業
船
が
稼
働
す
る
時
は
前
日

に
翌
日
の
入
出
港
の
情
報
を
い
た
だ
い

て
、当
日
の
朝
も
改
め
て
メ
ー
ル
で
確
認

を
し
て
い
ま
す
。船
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。入
出
港
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ

て
作
業
船
を
移
動
し
て
い
ま
す
」。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
通
信
社
だ
け
で
は
な

く
、Ｙ
２
バ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
運
営
事
業
者
を
含
め
た
港
湾
荷
役

に
携
わ
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
の
協
議

や
調
整
が
必
要
に
な
る
。現
場
作
業
に
お

い
て
は
、国
内
最
高
峰
の
技
術
力
を
有
す

る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
寄
神
建

設
両
社
と
の
協
力
な
く
し
て
、巨
大
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
施
工
は
不
可
能
だ
と
吉
田
所

長
は
言
い
切
る
。「
我
々
マ
リ
コ
ン
も
含

め
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
緊
密
な
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
い
る
現
場
で
す
。施
工
自
体
は
着

実
に
進
め
て
い
け
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、港
湾
荷
役
は
船
の
運
航
が

最
優
先
さ
れ
る
世
界
で
す
。パ
イ
ロ
ッ
ト

や
信
号
通
信
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、こ
の
現
場
だ
か
ら
こ
そ
培
わ
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
で
す
。ま
ず
関
係
者
と
情
報
交
換

を
し
て
、そ
こ
か
ら
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
く
、そ
れ
が
私
の
ス
タ
イ
ル
で
す
」。

　
い
か
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
、広
く
張
り

な
が
ら
情
報
を
得
る
か
、そ
の
情
報
を
い

か
に
活
用
す
る
か
が
施
工
の
決
め
手
に

な
る
。「
現
場
ご
と
に
状
況
も
異
な
る
た

め
、そ
の
港
の
特
性
に
目
を
凝
ら
し
適
切

に
対
処
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
現
場

は
我
々
の
バ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
陸
側
の

地
盤
改
良
な
ど
複
数
の
工
事
が
輻
輳
し

て
い
ま
す
。そ
う
し
た
施
工
者
と
の
調
整

も
不
可
欠
に
な
る
。す
べ
て
は
安
全
の
た

め
。こ
の
一
点
に
尽
き
ま
す
」と
吉
田
所

長
は
話
す
。

港
湾
土
木
の
核
心
を
伝
え
た
い

　
生
き
て
い
る
港
を
扱
う
現
場
に
あ
っ

て
、情
報
収
集
能
力
や
交
渉
力
、調
整
力

と
い
っ
た
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、あ
る
意

味
で
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の「
技
術
」

と
言
え
る
。施
工
に
か
か
わ
る
工
法
や
一

般
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
は
異
な
り
、属
人

的
な
交
渉
術
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と

が
困
難
だ
。吉
田
所
長
は
、こ
れ
を
後
進

に
伝
承
し
て
い
く
こ
と
は
わ
が
子
を
育
て

る
の
と
同
じ
く
ら
い
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
と
笑
い
な
が
ら
話
す
。「
発
注
者
と
の

打
合
せ
や
関
係
者
と
の
連
絡
業
務
の
過

程
を
つ
ぶ
さ
に
見
せ
る
、聞
か
せ
る
。そ

う
し
た
地
道
な
心
掛
け
が
大
切
な
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。私
が
困
っ
て
い
る
姿

も
見
せ
ま
す（
笑
）。後
は
ど
れ
だ
け
各

自
が
自
分
の
現
場
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

で
き
る
か
に
よ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」。実
際
、今
や
家
族
よ
り
も
長
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
若
手
に
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

　
そ
ん
な
所
長
の
想
い
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。浅
野
主
任
は
こ
う

話
し
て
く
れ
た
。「
現
場
ご
と
に
人
員
構

成
が
変
わ
る
環
境
の
な
か
、先
輩
の
背
中

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
自
ら
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
の
機
会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、工
事
の
施
工
と
は
違
い
、対
外
調

整
や
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
決

ま
っ
た
正
解
の
な
い
部
分
だ
と
思
う
の

で
、所
長
と
も
積
極
的
に
意
見
を
交
わ
す

こ
と
で
、自
分
と
は
異
な
る
考
え
方
を
学

び
、対
応
力
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に

意
識
し
て
い
ま
す
」。

　
東
京
港
中
央
防
波
堤
外
側
地
区
で

は
、更
に
港
口
側
に
向
け
て
、新
海
面
処

分
場
の
拡
張
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。仕
事

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
と
吉
田
所
長

は
話
す
。「
Ｙ
２
バ
ー
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
を
眺
め
る

と
、そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
私
た
ち
の
暮
ら

し
や
経
済
を
支
え
る
物
資
が
入
っ
て
い

る
と
実
感
し
ま
す
。そ
の
荷
役
、港
湾
の

機
能
強
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

想
い
が
あ
り
ま
す
。施
工
上
の
制
約
も
あ

り
ま
す
が
、そ
の
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、安
全
に
施
工
を
全
う
す

る
、そ
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
ま
す
」。

　
稼
働
す
る
港
に
お
け
る
施
工
は
今
後
、

東
京
港
だ
け
で
は
な
く
全
国
の
港
湾
に

波
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。東

京
港
の「
中
防
」は
そ
の
方
向
を
指
し
示

す
現
場
に
な
っ
て
い
る
。

上／ Y3バースにて、鋼管杭打設が行われてい
る状況（取材4月末時点）
下／供用中のY2バース（写真奥）に接続する
Y3バースA工区には既に2基のジャケットが4月
までに据え付けられた。五洋建設はこのA工区の
施工にも携わっている。吉田所長は「現在進捗
するB工区の4基の据付にもA工区を担ったプロ
フェッショナルたちが参集してくれました。施工の
練度は確実に高まっています」と協力会社、スタッ
フに全幅の信頼を寄せている

浅野 良祐　Ryosuke Asano

令和6年度東京港中央防波堤外側地区岸壁（-16m）（耐震）築造工事
五洋・あおみ特定建設工事共同企業体
五洋建設株式会社
工事主任 現場代理人

吉⽥ 慶太　Keita Yoshida

五洋建設株式会社
工事所長 監理技術者
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